
体長10～15mmで，全国的に分布域が狭く，ごくまれなカミキリムシ。九州で

は大分県にだけ分布する。アザミ・ヨモギ類が生える湿地に生息し，６～７月

ごろ出現する。戦前はアサの害虫とされていたが，アサの栽培が禁止されたこ

とや，草原や湿地の減少により，生息地が消失している。県内でも，観光開発

や道路整備などによって，生息地が消滅した所が生じ，絶滅の危険性が高くな

っている。

（写真：三宅　武　文：堤内雄二）

アサカミキリ
Thyestilla gebleri

コウチュウ目 カミキリムシ科
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大分県　IB
環境庁　準

県内分布 湯布院町，（緒方町）

分 布 域 本州，四国，九州（大分)

東アジア

昆

虫

類

186




